
年度 環境経営レポート
（対象期間： 年9月1日～ 年8月31日）

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2021年10月4日
2023年10月20日

株式会社クリーンサービス

2022

作成日：

更新日：

2022 2023



目　　　　次

あいさつ

環境経営方針

組織の概要

許可の内容・処理フロー

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価

 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟等の有無

緊急事態対応訓練

代表者による全体の評価と見直し・指示

3

7

7

８～11

11

12

13

3

4

項　　　　目 ページ

5

6



□ごあいさつ

　　　 株式会社クリーンサービス

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．電力及び車両燃料による二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．資源を大切にするとともに廃棄物の削減に努めます。

４ ．水使用量の削減に努めます。

５ ．グリーン購入等を推進します。

６ ．全社員に活動内容を周知します。

７ ．会社周辺の環境美化活動を行います。

8 . 環境経営を継続的に改善します。

株式会社クリーンサービス

環境経営方針

 弊社は昭和55年2月1日に設立しましたが、その前身は昭和40年代に個人事業者として、松本市より一般廃棄物の
収集運搬業の許可を受け、松本市のごみ行政に携わり、既に半世紀の歴史を刻んでおります。その後、社業拡大を
図るため産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の収集運搬業許可及び産業廃棄物処分業許可を取得、お客様の多種多様
なニーズにお応えする体制を整えてまいりました。これからの廃棄物行政を守り堅持していくためにも、廃棄物の
適正処理、適正価格を私たち業者だけではなく、排出事業者の皆様にも意識の変革を持って推進していただく事
が、地球規模での環境を守り保全につながっていくと確信しております。弊社のアピールポイントは丁寧・迅速な
対応と機動力にあると自負しております。これから大きく変化していく事が予想される社会にあって、お客様の
ニーズに最大限お応えできるよう、社員一同尽力していく事をお誓いし、ご挨拶とさせていただきます。

　株式会社クリーンサービスは、本業であるの収集運搬業及び処分業を通じて、地球温暖化
問題への取り組みや地域の環境課題の解決に向けた活動に自主的・積極的に取り組みます。
社員一人ひとりが環境活動に継続的・積極的に取り組み、後世に残す地球環境を目指しま
す。

2020年9月16日

代表取締役　　上條　泰

制定日：

代表取締役　上條　泰



□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社クリーンサービス
代表取締役　上條　泰

（２） 所在地
本　　　社 長野県松本市市場１番６６号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　勝山　覚博
担当者 塩原　孝治

（４） 事業内容
一般廃棄物収集運搬業・産業廃棄物の収集運搬及び処分業（中間処理）

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 万円
売上高 万円

名
㎡

8ｔパッカー車 10 台 2ｔリフト付トラック車 1 台
4ｔパッカー車 10 台 2ｔアルミコンテナ車 3 台
2ｔパッカー車 2 台 4ｔウィング車 1 台
4ｔ脱着式コンテナ車 台 4ｔユニック車 台
2ｔ脱着式コンテナ車 台 バン 台
2ｔダンプ車 台 台

合計 台

産業廃棄物処分施設

積み替え保管施設

1ｍ
1ｍ
1ｍ
1ｍ

㎡ ㎥ 1.5ｍ

㎡ ㎥ 1.5ｍ
木くず ㎡ ㎥ 1.5ｍ

1.2ｍ
動植物性残さ ㎡ ㎥ 1ｍ
金属くず ㎡ ㎥ 1.5ｍ

㎡ ㎥ 1.5ｍ
がれき類 ㎡ ㎥ ２ｍ
混合廃棄物 ㎡ ㎥ ２ｍ
廃蛍光管 ㎡ ㎥ 1.3ｍ

㎥ ㎥ 1ｍ

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社クリーンサービス
対象事業所： 本社

活動：一般廃棄物収集運搬業・産業廃棄物収集運搬業及び処分業（中間処理）

4.24ｔ/日（0.53ｔ/ｈ：8時間稼働）
3.36ｔ/日（0.42ｔ/ｈ：8時間稼働）
4.80ｔ/日（0.60ｔ/ｈ：8時間稼働）
4.80ｔ/日（0.60ｔ/ｈ：8時間稼働）

1.73ｔ/日（0.216ｔ/ｈ：8時間稼働）
2.08ｔ/日（0.260ｔ/ｈ：8時間稼働）

3.60ｔ/日（0.45ｔ/ｈ：8時間稼働）
1.76ｔ/日（0.22ｔ/ｈ：8時間稼働）

産業廃棄物の種類

4

1.83ｔ/日（0.229ｔ/ｈ：8時間稼働）

39

車種

延べ床面積　　　

紙くず

4

車種 台数

1
1
1

繊維くず
金属くず
ゴムくず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

がれき類
廃プラスチック類

紙くず

破砕

圧縮梱包

処理能力

4.16ｔ/日（0.52ｔ/ｈ：8時間稼働）
3.84ｔ/日（0.48ｔ/ｈ：8時間稼働）

2

廃プラスチック類
木くず

繊維くず

紙くず

名称 保管上限

40-U重機

従業員　　　　　 37

2022年10月6日

昭和55年2月1日

500百
本社

水銀使用製品産業廃棄物を含む

11.4

保管面積

4,231
運搬車両種類と台数

2,000

7.6

備考

台数

高さ上限

廃乾電池

水銀使用製品産業廃棄物を含む

4
11.4

11.4

3

3.04

9

7.6

廃プラスチック類

7.6

4.8

4

7.2

18

11.4
5.76㎥

水銀使用製品産業廃棄物を含む

28.8

中間処理

2.34

4.8㎥

廃油 4㎥ 4㎥ 水銀使用製品産業廃棄物を含む

水銀使用製品産業廃棄物を含む

水銀使用製品産業廃棄物を含む

水銀使用製品産業廃棄物を含む

水銀使用製品産業廃棄物を含む

廃アルカリ

4
繊維くず

57.6

ガラスくず・コンク
リートくず及び陶磁器

汚泥 4㎥ 4㎥ 水銀使用製品産業廃棄物を含む

4㎥ 4㎥ 水銀使用製品産業廃棄物を含む

4㎥ 4㎥

ゴムくず 2.3㎥ 3.04㎥ 1.3ｍ 水銀使用製品産業廃棄物を含む

7.6

廃酸



□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ

ラ

ス

・

コ

ン

ク

リ
ー

ト

・

陶

器

く

ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇
有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇

　　特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容

引
火
性
廃
油

強
酸

強
ア
ル
カ
リ

感
染
性
廃
棄
物

汚
泥

無 〇 〇 〇 〇 〇

　　産業廃棄物処分許可の内容
許可区域

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ガ

ラ

ス

・

コ

ン

ク

リ
ー

ト

・

陶

器

く

ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

ゴ
ム
く
ず

○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○
○ ○ ○

令和6年9月30日

中間処理

許可区域

許可番号 許可年月日 許可有効年月日

許可番号

松本市 松環業指令第1014号

長野県

廃棄物の種類

松本市

廃棄物の種類

許可区域

令和5年10月21日 令和10年10月20日

積
替
保
管

令和5年4月1日 令和7年3月31日

2004010164
令和6年7月26日

令和4年7月8日 令和9年7月7日

安曇野市

事業の範囲

令和1年7月27日

備　　　考許可年月日許可区域

13620010164

令和4年10月1日

松本市

許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

長野県 2054010164

圧縮梱包

廃棄物の種類

令和6年7月26日

許可年月日 許可有効年月日

破砕

許可有効年月日

許可番号

許可番号

13610010164 令和1年7月27日

安曇野市指令4廃第346号



□廃棄物処理フロー

一般廃棄物 選別作業 圧縮処理
　　収集運搬 （金属くず） （社外処理）

選別作業 圧縮処理
（段ボール・古紙類) （社外処理）

選別作業 減容処理
（ビン類） （社外処理）

産業廃棄物 中間処理
　　収集運搬 （自社処理）

特管産業廃棄物 中間処理
　　収集運搬 （社外処理）

産業廃棄物
中間処分

産業廃棄物
中間処分

有価物紙くず

破砕

廃プラスチック類

紙くず

繊維くず

圧縮梱包

サーマルリサイクル

有価物

マテリアルリサイクル

木くず

金属くず

がれき類

ガラス・陶磁器くず

ゴムくず

安定型最終処分

管理型最終処分

サーマルリサイクル

サーマルリサイクル

廃プラスチック類

繊維くず

【産業廃棄物の種類】 【処理方法】 【最終処理先】

最終処分場

有価物

最終処分場

行政引渡し

有価物

マテリアルリサイクル

計量

計量



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

（認証登録範囲） 代表者

 環境管理責任者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

役割・責任・権限

環境管理事務局
塩原

・環境経営に関する統括責任

環境管理事務局

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境経営方針の策定・見直し

環境委員会

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

社長 上條

2021年10月4日

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

全従業員

部門長

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

勝山

代表者（社長）

・試行・訓練を実施、記録の作成

環境委員会
・環境活動実績の確認・評価

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境活動の実績集計

環境管理責任者

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境経営レポートの承認

・環境経営レポートの確認

・環境経営計画の審議

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

事務部 営業部 収集運搬部



□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

ｔ

kg

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数（　2018年度グリムスパワー）　

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

〇

〇

〇

〇

✕
✕

✕
〇

〇

✕
✕

95%

451,454

5,544水道水の削減

灯油による二酸化炭素
削減

0

3,371

一般廃棄物の削減

㎥ 3,475

1,348

695kg

kg-CO2 1,404 1,362

0

行動目標（次項による）

0

下段：

450

83%%

18,426

95%

89%

kg-CO2

1,362

2019年 96%

97%

（目標）

457,958

3,475 3,371 5,544

18,617

基準年度比

84%

96%基準年度比

上記二酸化炭素排出量合計

基準年度比

電力による二酸化炭素
削減

160%

受託廃棄物のリサイク
ル率の向上

15,707

468

基準年度比

95%

432,776

97%

437,331
455,554

1,210

135

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2023年

29% 96%

454

kg-CO2

195

95%

95%96%

445

101%

（実績）（基準年)

2,630,063廃棄物排出量（事業系）

1,334

479,625 456,207

3,3023,336

0

441,887

21,531

468

kg-CO2 19,193

自動車燃料による二酸
化炭素削減

2024年

97%

18,617

評
価

95%

457,958

水使用量

479,675

475,215

96% #DIV/0!

1,404

LPGによる二酸化炭素削
減

21,531

2019年

18,234

基準年度比

2022年

　産業廃棄物排出量 2,841,632

2020年 2021年

11,088

476,802 480,887

2,629,368

項　目

二酸化炭素総排出量

受託収集運搬量 16,207

2022年

14,340

　一般廃棄物排出量 853 695
2,842,485

112% 96%

2019年

80% 82%

環境に配慮した収集運
搬

（目標）

kg-CO2

454

通期
　8月末まで

6,951

基準値

（目標）

460,959

19,193

135

基準年度比 2019年 97% 86% 96%
455,554 441,887

2019年 97%

上段：

0.585



□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

LPGによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

4月 5月 6月 8月

3,9992,465
2,700

0

0
0

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

数値目標

108

取組結果とその評価
冬期時期は平均的に使用。１月は寒さが厳しく使用量が増加。基
準年度より、使用量は減少。温度管理ができたと思われる。来期も
温度管理を徹底し、CO2削減に心掛ける。

達成状況

18

18

0

7月

0
0 0 00 170

12月

11月

3月

0

2,155

取組結果とその評価

2,474 4,483

・手洗い場の管理

7月6月5月9月
4,069

0

数値目標 〇

0

4月

4月

達成状況

・洗車用高圧洗浄機の温度管理

0

5
23

2,591

00

2,067 2,635 2,949

17

1,891

0

6月1月

2,603

0

・湯沸かし

3,236

6 6
15 20

00
0

204

・暖房用ストーブの管理 0

108

2,588

今期もCO2削減に成功。来期も継続。

9月

2,045
2,293

5
8 13

　

2025
5

2月1月
3,344

108 144

8月

2,814

4 3

0

0

12月 7月

3,127
10月

✕

16
4 6

4,212

・不要照明の消灯

3,034

【評価】
中間処分業の稼働に伴いCO２削減目標値を上回ってしまった。２
月は暖房器具の使用量が増加し大幅に上回ってしまった。７月も
冷房器具の使用量が大幅に増加。
健康管理もふまえ、こまめにスイッチを切る。

取組結果とその評価

8月

2,563

3月

3,277

5月

・空調温度の適正化

0 190 0

0

0
0

0

〇

18
6

17
2月

7

・

達成状況

11月

3

10月

数値目標

0

0

2,000

4,000

6,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

電力（kWh） 2019年 2022年

0

10

20

30

9月 10
月

11
月

12
月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

取組紹介欄

2019年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2022年
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・帳票見直しによる印刷物の削減
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・分別の徹底
【評価】

来期も継続し、更なる削減を心掛ける。
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14,433
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0
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取組結果とその評価
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14,496
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取組結果とその評価
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11月

7月 8月

目標値をわずか１％上回った。新規事業が始まった時期に１％増
で抑えられたのは社員の努力だと思う。来期は目標値を下回るよ
う努力し、推進会議で新たな策を考え、遂行して行きたい。
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委託廃棄物のリサイクル率の向上

取組紹介欄

2019年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

グリーン購入の推進

環境に配慮した収集運搬

4月 8月

８月

【評価】
今期も目標値をクリア。しかし、基準年度よりリサイクル率低下。廃
棄物量が増えリサイクルに転換されていない。来期はリサイクル先
を増やし、更なるリサイクル率を心掛ける。

1,080

7月

93%

325
352

90% 94% 92%

5月

89% 91% 89% 88%

180

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項

2月 6月

達成状況

86%
94%

１月

89% 90%

・素材別ボックスの設置

継続的に車両清掃を行った。以前より車内がきれいになり、清潔
感がでた。来期も継続し、車両を長く使用出来るよう心掛ける。

取組結果とその評価

取組結果とその評価

290

・リサイクル業者の開拓

達成状況

1,072
247

90% 92%
90%

【評価】
今期は予期せぬ事態がおきた。水道管の水漏れがあり使用量が
増加。正確なデーターが取れなかった。来期は正確なデーター取
り目標値を目指す。

５月 ６月 ７月

12月

達成状況

３月 ４月

来期も継続し、１００％の比率も目指す。0

・作業ミスによる廃棄量の削減
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□次年度の環境経営目標及び環境経営計画

空調温度の適正化
不要照明の消灯
パソコンの省電力設定
湯沸かしのオンオフ
手洗い場の管理

暖房用ストーブの管理

アイドリングストップ

効率的なルートで収集

急発進、急ブレーキをしない

分別の徹底

シュレッダー廃紙のリサイクル化

帳票見直しによる印刷物の削減

排出先の分別徹底依頼

選別の徹底

リサイクル先の開拓

節水シールの貼り付けとポスター掲示

節水の呼びかけ

洗車時こまめに蛇口を閉める

事務用品グリーン購入

作業開始前の車両点検

エコドライブの推進

車両の清掃

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

2019年

（目標）

環境に配慮した収集運
搬

基準年度比

LPGによる二酸化炭素削
減

kg-CO2

kg 853

2020年

グリーン購入の推進

基準年度比 83%

kg-CO2 19,193 18,426

96%

受託廃棄物のリサイク
ル率の向上

%

450

水道水の削減 ㎥ 3,475 3,336

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

一般廃棄物の削減

環境物品を選択するよう努めるグリーン購入法

業務用空調機

緊急時の処置

1,404 1,348

2019年 96%

家電４品目の適正処理

kg-CO2

産業廃棄物管理票：管理、実績報告書の提出

産業廃棄物：長野県収集運搬許可の確認、松本市収集運搬及び処分許可の確認、
更新、取扱品目

80

基準年度比

468

2019年

819

2023年  

（基準年)

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値

積替保管基準の確認

目標達成計

フロン排出抑制法

一般廃棄物：各市許可の確認、更新、取扱品目

電力による二酸化炭素
削減

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 455,554

96%基準年度比

83

96%

96%

2019年

437,331

灯油による二酸化炭素
削減

適用される法規制

廃棄物処理法

家電リサイクル法

水質汚濁法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

基準年度比 2019年

基準年度比 2019年

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

96%



□地域奉仕活動

■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：道路清掃、ゴミ拾い

■評価：使用道路の隅や溝に、沢山の落ち葉やゴミが落ちていた。社員一同隅々までゴミを拾い集めた。

■実施状況の様子

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 建屋内火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

建屋内火災発生時、事前に消火栓等の場所、動作確認、仕組について講習を行い、訓練時は速やかに対応
ができた。

山田、瀬谷、犬飼、小沢、降旗、高山、藤
井、矢口、鈴木、鈴木、他　　　　　　計
１７名

　　　　 今後、定期的に活動を行いたい。

・流出事故対応、通報訓練

本社　建屋内2022年9月29日　14:30～15:30

社員全員

2022年11月12日 団地内使用道路及び構内



□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直す
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

2023年10月20日
 

■今期は、産業廃棄物処分業【中間処理(破砕、圧縮梱包)】の開始に
より電力の使用量が増加したが、社業の拡充は、利益の拡大であり、
従業員の所得増加にもつながる。電力のCO2削減には至らなかった
が、今期の目標値の規準点とし、来期の目標達成に向けて鋭意努力
していきたい。又、今期は夏の暑さが一段と厳しく電力の消費を押しあ
げている要因でもある。熱中症のリスクを勘案しながら健康管理踏ま
え対応していきたい。
■水道水の削減においても今期は、井戸水を貯留し加圧してから洗車
できるよう装備を整え、上水の削減を計ったが予期せぬ漏水があり、
原因を突き止めるのに時間がかかり、以って、上水の大量使用となっ
てしまった。補修工事も完了し改めて目標値を目指して参りたい。
■その他の事項に関しても、エコアクション２１推進会議メンバーによる
ディスカッションが活発に行われている。更なる問題点も意識の向上を
持って取り組んでいるので、これからも実現可能な目標を見定め取り
組んで参りたい。環境に対する目標としては従前より、注意してきた。
電気関係のスイッチ切れ忘れ車両においても、洗車時のエンジンストッ
プの更なる励行を進めていく。新しい従業員も増えているので細かな
点も注意しながら適切な実施を計っていく。


